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個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
 

　
　
　
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
 

          　
「
町
の
財
政
」
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
予

算
の
使
わ
れ
方
や
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
年

二
回
公
表
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
三
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

当
初
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

             　
国
の
平
成
十
四
年
度
予
算
は
、
財
政
面
に
お

け
る
抜
本
的
な
構
造
改
革
の
第
一
歩
と
し
て
、

国
債
発
行
を
三
十
兆
円
以
下
に
抑
え
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
と
と
も
に
、
概
算
要
求
基
準
で
公

共
投
資
関
係
費
を
一
〇
�
削
減
す
る
な
ど
、
歳

出
全
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
 

思
い
切
っ
た
縮
減
と
電
子
通
信
施
策
推
進
な
ど

の
主
要
施
策
へ
の
重
点
的
な
配
分
が
行
わ
れ
、

編
成
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
少
子
 

・
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
総
合
的
な
地
域
福
祉

施
策
や
生
活
関
連
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
、
個

性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
長
引
く
景
気
低
迷

に
よ
る
地
方
税
収
入
の
伸
び
悩
み
等
に
よ
り
、

引
き
続
き
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ
る
な
ど
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
お
け
る
平
成
十
四

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
効
率
的
な
行
政
・
財
 

        政
を
実
現
す
る
た
め
、
積
極
的
に
事
務
事
業
を

見
直
す
と
と
も
に
、
経
費
の
節
約
や
合
理
化
を

よ
り
一
層
進
め
な
が
ら
、
従
来
に
も
増
し
て
財

源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
す
べ
て
に
や
さ
し
い

健
康
の
ま
ち
を
町
政
の
基
本
理
念
と
し
て
、
町

民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
重
視
し
、
暮
ら
し

に
焦
点
を
当
て
た
地
域
づ
く
り
や
、
創
造
性
と

活
力
あ
る
地
域
社
会
と
す
る
た
め
の
諸
施
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
編
成
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
は
五
十
五
億
八

千
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
に
比
較
し
て
五
 

・
七
�
下
回
る
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
減
額
と
な
っ
た
主
な
理
由
は
、
本
年
四
月
に

開
校
し
た
西
会
津
中
学
校
の
主
要
施
設
及
び
町

道
松
尾
萱
本
停
車
場
線
や
森
野
下
小
島
線
の
道

路
事
業
が
前
年
度
に
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。
 

   　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
な
ど
へ
依
存
す

る
財
源
が
八
〇
・
三
�
と
多
く
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
財
源
確
保
の
た
め
、
本
年
度
も
国
 

   ・
県
な
ど
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

　
項
目
別
の
構
成
比
率
は
表
の
と
お
り
で
す
が
、
 

国
か
ら
一
定
の
基
準
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
が
最
も
多
く
、
五
六
・
一
�
を
占
め
、

次
い
で
町
債
、
町
税
、
県
支
出
金
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
前
年
度
に
引
き
続
き
国
全
体
の
景
気

低
迷
と
減
税
等
に
よ
り
、
町
税
に
つ
い
て
は
対

前
年
比
一
・
九
�
の
減
と
し
、
ま
た
、
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
も
国
の
財
源
不
足
や
、
標
準
的

な
団
体
よ
り
人
口
が
少
な
い
市
町
村
に
対
し
割

増
し
交
付
を
す
る
制
度
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
対
前
年
比
四
・
二
�

の
減
と
す
る
な
ど
、
堅
実
な
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
 

　
一
方
、
西
会
津
中
学
校
整
備
事
業
な
ど
の
大

規
模
事
業
が
前
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
完
了
し
た
も

の
の
、
町
民
バ
ス
の
運
行
な
ど
住
民
生
活
に
密

接
な
事
業
を
進
め
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
な

ど
か
ら
の
繰
入
金
も
財
源
と
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
今
後
の
財
政
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
 

引
き
続
き
交
付
税
措
置
の
あ
る
町
債
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

   　
歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
総
務
費
が
二
〇
 

・
〇
�
で
最
も
多
く
、
次
い
で
公
債
費
、
民
生
 

一
般
会
計
予
算
 

個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
 

　
　
　
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
 

〜
平
成
　
年
度
予
算
の
概
要
〜
 

14

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

パ
ー
 

セ
ン
ト
 

『
歳
　
入

歳
　
入
』
 

『
歳
　
出

歳
　
出
』
 

4月1日から運行を開始した町民バス 
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地方交付税 
3,128,916（56.1） 

その他 
74,878（1.3） 

依存財源 
4,479,360（80.3） 

町債 
582,600（10.5） 

人件費 
1,092,298（19.6） 

公債費 
1,030,560（18.5） 

その他 
250,933（4.5） 

県支出金 
332,573（6.0） 

その他 
243,300（4.3） 

町税　578,654（10.4） 

繰入金　303,018（5.4） 

国庫支出金 
191,971（3.4） 

繰出金 
583,051（10.4） 

物件費 
1,006,612（18.1） 

災害復旧事業 
122,819（2.2） 

補助費等 
746,421（13.4） 

使用料及び手数料 
144,090（2.6） 

扶助費 
105,992（1.9） 

普通建設事業 
641,314（11.4） 

歳入 

歳入歳出合計 

（単位：千円・％） 

（単位：千円・％） 

55億8,000万円 

自主財源　1,100,640（19.7） 

一般的経費 
2,587,017（46.4） 

義務的経費 
2,228,850（40.0） 

投資的経費 
764,133（13.6） 

歳出 

  

   

   

費
、
土
木
費
、
農
林
水
産
業
費
、
教
育
費
、
衛
 

生
費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
総
務
費
 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
運
営
費
や
温
泉
施
設
・
さ

ゆ
り
公
園
な
ど
の
施
設
管
理
費
を
計
上
し
た
ほ

か
、
本
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
生
活
バ
ス

運
行
に
係
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

▼
民
生
費
・
衛
生
費
 

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に
よ
る
ト
ー
タ

ル
ケ
ア
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
の
経
費
と

し
て
、
昨
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
し
た
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業
に
係
る
経
費

や
、
検
診
事
業
で
は
従
来
二
日
間
に
分
け
て
実

施
し
て
い
た
基
本
健
診
・
結
核
検
診
・
胃
が
ん

検
診
を
総
合
検
診
と
し
て
一
日
で
行
う
こ
と
と

し
、
受
診
時
間
を
短
縮
し
て
受
診
率
の
向
上
を

図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
産
祝
金
や

乳
幼
児
医
療
費
助
成
な
ど
の
子
育
て
支
援
に
係

る
経
費
も
計
上
し
ま
し
た
。
 

▼
土
木
費
 

　
野
沢
・
新
郷
・
奥
川
間
の
時
間
の
大
幅
な
短

縮
を
図
る
『
西
会
津
町
縦
貫
道
路
』
整
備
を
進

め
る
た
め
の
測
量
調
査
費
や
緊
急
地
方
道
路
整

備
事
業
で
野
沢
安
座
線
を
計
上
し
た
ほ
か
、
出

戸
上
村
一
号
線
な
ど
の
各
集
落
内
道
路
に
つ
い

て
も
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
購

入
経
費
を
計
上
し
、
除
雪
体
制
の
強
化
を
図
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

▼
農
林
水
産
業
費
 

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
や
健
康
な
土
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づ
く
り
推
進
事
業
、
転
作
支
援
事
業
な
ど
を
計
 

上
し
た
ほ
か
、
本
年
度
か
ら
事
業
が
実
施
さ
れ

る
新
山
村
振
興
特
別
対
策
事
業
で
は
、
農
業
集

落
道
整
備
に
係
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま

た
、
サ
ル
被
害
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
や
松

く
い
虫
等
の
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
に
係
る
経

費
も
増
額
計
上
し
、
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
 

▼
教
育
費
 

　
本
年
四
月
に
開
校
し
た
西
会
津
中
学
校
の
主

要
施
設
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
大
幅
な

減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
校
舎
周
辺

緑
化
工
事
と
旧
西
会
津
中
校
舎
撤
去
工
事
費
を

計
上
し
、
前
年
度
繰
越
事
業
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
と
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
 

▼
消
防
費
 

　
防
火
水
槽
や
ポ
ン
プ
庫
の
整
備
費
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
の
購
入
費
な
ど
を
計
上
し
、
消
防
体

制
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。
 

   　
町
債
は
、
町
の
長
期
に
わ
た
る
借
入
金
で
、

道
路
整
備
や
施
設
の
建
設
な
ど
多
額
の
経
費
を

必
要
と
す
る
事
業
で
、
後
年
度
の
町
民
の
み
な

さ
ん
に
も
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
適
当
な

事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

　
本
年
度
は
、
町
道
整
備
事
業
や
商
店
街
等
整

備
事
業
、
西
会
津
中
学
校
周
辺
整
備
事
業
な
ど

に
加
え
、
交
付
税
の
減
額
補
て
ん
措
置
の
た
め

の
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
借
入
れ
を
計
上
し

た
結
果
、
前
年
度
に
比
較
し
て
一
〇
・
六
�
の
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『
町
債
と
一
時
借
入
金

町
債
と
一
時
借
入
金
』
 

　今年度実施する主な事業 
総務費 
11億1,551万1千円（20.0％） 
山村地域再構築実験事業…………16,000千円 

地域情報化推進事業（企業研究機関誘致） 

……………………………………… 4,034千円 

温泉施設管理業務委託料…………33,605千円 

ふれあい交流施設管理委託料…… 3,061千円 

さゆり公園管理業務委託料………31,593千円 

さゆり公園施設改修工事（屋内温水プール・ 

体育館屋根塗装）…………………18,000千円 

駅業務委託料（野沢・上野尻・徳沢） 

……………………………………… 8,430千円 

文化と産業祭・雪国まつり………14,400千円 

ケーブルテレビ運営費……………75,824千円 

生活バス運行事業費………………46,396千円 

農業委員会委員選挙費…………… 5,652千円 

 
 
 
 
 
 
 
衛生費 
4億7,077万1千円（8.4％） 
水道施設改良事業補助金………… 5,500千円 

高齢者インフルエンザ予防接種事業 

……………………………………… 4,160千円 

在宅健康管理システム事業……… 4,981千円 

食生活改善推進事業……………… 3,265千円 

各種検診事業委託料（基本健診、胃がん検診

他）…………………………………43,228千円 

温泉リハビリプール管理業務委託料 

………………………………………11,385千円 

機能回復訓練送迎車運行業務委託料 

……………………………………… 5,020千円 

母子健康診査事業委託料（妊婦・３歳児・乳 

児・新生児訪問）………………… 1,429千円 

喜多方地方広域市町村圏組合負担金（ごみ・ 

し尿処理）…………………………67,564千円 

ごみ収集処理委託費………………37,598千円 

一般廃棄物減量化促進対策補助（生ごみ処理 

器・ごみ収納庫）………………… 1,200千円 

 

 

 

 

 

 

 

民生費 
7億1,700万3千円（12.9％） 
出産祝金（第３子以降  500,000円） 

……………………………………… 3,500千円 

老人クラブ活動費補助金………… 4,789千円 

シルバー人材センター活動費補助金 

……………………………………… 4,902千円 

屋内ゲートボール場管理運営費補助金 

………………………………………10,277千円 

老人福祉施設運営費補助金………16,844千円 

老人保護措置支弁費………………20,614千円 

在宅介護支援センター運営事業…10,355千円 

介護予防・生活支援事業………… 5,374千円 

介護保険低所得者利用者負担対策事業 

……………………………………… 1,413千円 

在宅介護者リフレッシュサービス事業 

……………………………………… 3,042千円 

短期入所サービス費支給事業（町単独分） 

……………………………………… 1,928千円 

重度心身障害者医療費給付………14,781千円 

身体障害者福祉対策事業（ホームヘルプ・デ 

イサービス・短期入所）………… 6,616千円 

乳幼児医療費………………………12,800千円 

保育所業務委託料……………… 159,561千円 

児童手当……………………………27,645千円 

 

商工費 
1億3,479万4千円（2.4％） 
中小企業融資制度資金利子補給補助金 

……………………………………… 3,000千円 

農林水産業費 
5億4,915万8千円（9.9％） 
中山間地域等直接支払事業………61,370千円 

水田農業振興事業………………… 3,994千円 

転作支援事業……………………… 5,676千円 

地域農業気象情報活用事業……… 3,436千円 

農林業振興普及実践活動事業…… 5,653千円 

健康な土づくり推進事業………… 7,906千円 

農村振興基本計画作成事業……… 5,000千円 

国土調査事業……………………… 5,195千円 

新山村振興特別対策事業（農業集落道） 

………………………………………32,134千円 

森林病害虫等防除事業（松くい虫防除他） 

………………………………………12,893千円 

有害鳥獣駆除事業………………… 4,644千円 

森林活用交流促進施設（オートキャンプ場） 

管理運営委託料…………………… 8,508千円 

緊急雇用創出基金事業委託料（林内環境整備 

・林道等美化他）………………… 8,392千円 

林道開設改良舗装事業（開設１路線） 

………………………………………40,000千円 

県営林道大山美坂高原線開設事業負担金 

……………………………………… 3,500千円 

県営林道青坂芝倉線開設事業負担金 

………………………………………21,000千円 

林道補修事業……………………… 6,472千円 

 

 

 

 

 

 

土木費 
5億5,154万7千円（9.9％） 
町道補修事業………………………40,518千円 

除雪費………………………………93,016千円 

除雪ロータリー……………………30,000千円 

道路新設改良舗装費（改良３・測量４路線） 

…………………………………… 159,230千円 

克雪住宅等普及促進補助金……… 1,300千円 

　今年度実施する主な事業 
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減
額
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
後
年
度
の
負
担
 

を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
、
返
済
金
の
全
額

ま
た
は
一
部
が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
臨

時
財
政
対
策
債
や
過
疎
・
辺
地
対
策
事
業
債
、

一
般
公
共
事
業
債
な
ど
の
有
利
な
町
債
を
活
用

し
、
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
な
い
一
般
単
独

事
業
債
等
の
借
入
れ
は
極
力
少
な
く
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
一
時
借
入
金
は
短
期
の
借
入
金
で
、

支
払
業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
歳
計
現
金
の
不

足
を
一
時
的
に
補
う
た
め
の
も
の
で
、
本
年
度

の
限
度
額
は
昨
年
と
同
額
の
十
五
億
円
と
し
ま

し
た
。
 

   　
平
成
十
四
年
度
の
特
別
会
計
予
算
は
、
表
の

と
お
り
で
す
が
、
合
計
で
十
二
会
計
、
予
算
総

額
は
四
十
五
億
二
千
三
百
八
十
六
万
五
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
特
別
会
計
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
下
水
道

事
業
で
は
、
野
沢
地
区
の
下
水
道
を
使
え
る
区

域
の
拡
大
と
新
郷
笹
川
地
区
の
下
水
道
管
な
ど

の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
上
水
道
事
業
で

は
下
谷
地
区
に
給
水
区
域
を
広
げ
る
た
め
の
調

査
経
費
を
計
上
す
る
な
ど
、
安
心
で
快
適
な
生

活
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
 

　
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
や
人
間
ド
ッ
ク
事
業
な
ど
に
よ
り
予
防

医
療
に
努
め
る
と
と
も
に
新
し
い
医
療
機
器
を

導
入
し
て
診
療
設
備
の
充
実
を
図
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
健
康
の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
 特

別
会
計
予
算
 

 

 

 

 

 

 

消防費 
2億5,234万1千円（4.5％） 
喜多方地方広域市町村圏組合負担金 

（消防費）……………………… 143,913千円 

消防施設費（防火水槽３基、ポンプ庫１棟・ 

小型動力ポンプ２台）……………25,330千円 

 

 

 

 

 

 

 

教育費 
5億3,131万8千円（9.5％） 
小中学校交流事業………………… 3,544千円 

英語指導助手招致事業……………15,107千円 

統合中学校開校記念式典………… 3,000千円 

町史編さん費………………………13,499千円 

スクールバス運行費………………60,060千円 

教育用コンピューター整備費（リース他） 

………………………………………25,658千円 

複式学級解消事業………………… 5,869千円 

統合中学校整備用消耗品・備品…22,320千円 

統合中学校整備事業（校舎周辺環境整備） 

………………………………………20,000千円 

旧校舎等建物撤去工事……………50,000千円 

情報通信技術講習事業…………… 1,070千円 

埋蔵文化財出土遺物保存処理事業 9,093千円 

 

災害復旧費 
1億2,281万9千円（2.2％） 
農業施設災害復旧費………………21,160千円 

林道施設災害復旧費………………11,891千円 

公共土木災害復旧費………………63,252千円 

 

公債費 
10億3,056万円（18.5％） 

平成14年度歳入歳出予算総括表 
（単位：千円・％） 

一　　　般　　　会　　　計 

工業団地造成事業特別会計 

商業団地造成事業特別会計 

住宅団地造成事業特別会計 

下水道施設事業特別会計  

農業集落排水処理事業特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計  

国民健康保険　事 業 勘 定  

特 別 会 計　診療施設勘定 

介 護 保 険 特 別 会 計  

介護老人保健施設特別会計 

簡易水道等事業特別会計  

　　　　　　計 

水 道 事 業　収 益 的 収 支 

会　　　　計　資 本 的 収 支 

　　　合　　　　　計 

5,580,000 

104,068 

169,254 

130,307 

394,107 

218,191 

1,235,871 

787,973 

396,010 

462,569 

258,959 

116,090 

9,853,399 

179,166 

71,300 

10,103,865

5,916,000 

104,068 

75,994 

133,274 

316,008 

135,470 

1,205,354 

833,169 

382,433 

434,455 

240,595 

106,869 

9,883,689 

183,715 

33,711 

10,101,115

△336,000 

0 

93,260 

△2,967 

78,099 

82,721 

30,517 

△45,196 

13,577 

28,114 

18,364 

9,221 

△30,290 

△4,549 

37,589 

2,750

△5.7 

0.0 

122.7 

△2.2 

24.7 

61.1 

2.5 

△5.4 

3.6 

6.5 

7.6 

8.6 

△0.3 

△2.5 

111.5 

0.0

会　　　計　　　名 平成14年度 
予　算　額 

平成13年度 
予　算　額 増 減 額  増 減 率  
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猿
を
撃
退
す
る
に
は
、
ま
ず
猿
の
生
態
を
知
 

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

 
○
群
れ
を
つ
く
っ
て
集
団
生
活
 

 
 
一
匹
の
猿
を
見
か
け
た
ら
、
そ
の
背
後
に
 

 
 
は
必
ず
群
れ
が
い
ま
す
 

 
○
餌
（
エ
サ
）
を
求
め
て
集
団
移
動
 

 
○
畑
の
作
物
を
食
べ
続
け
る
と
、
そ
の
味
を
 

 
 
覚
え
、
人
馴
れ
も
進
み
、
や
が
て
山
で
生
 

 
 
活
す
る
こ
と
が
苦
手
に
な
り
、
よ
り
里
 

 
 
（
集
落
）
に
近
づ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
 

 
○
夜
は
活
動
し
ま
せ
ん
 

    
猿
を
里
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
 

「
餌
」
が
無
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

 
こ
の
た
め
、
各
家
庭
で
は
、
次
の
こ
と
に
注
 

意
し
て
、
猿
を
里
か
ら
遠
ざ
け
る
よ
う
に
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
○
生
ご
み
を
畑
や
道
路
脇
に
捨
て
な
い
 

 
○
野
外
で
食
事
を
し
た
と
き
は
、
残
り
の
食
 

 
 
材
や
残
飯
を
放
置
し
な
い
 

 
○
収
穫
後
の
畑
に
野
菜
く
ず
を
放
置
し
な
い
 

 　
ま
た
、
畑
の
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
次

の
よ
う
な
も
の
も
猿
は
狙
っ
て
い
ま
す
。
 

 
○
軒
に
吊
し
た
干
し
柿
・
凍
み
大
根
 

 
○
庭
先
に
広
げ
た
切
り
干
し
大
根
 

 
○
お
墓
の
お
供
え
 

 
○
も
ぎ
残
し
の
柿
 

   ◎
退
　
職
　
三
月
三
十
一
日
付
 

　
加
藤
正
男
（
健
康
福
祉
課
）
　
大
山
千
恵
子

　
（
地
域
振
興
課
）
　
山
崎
ヒ
ロ
子
（
教
育
委

　
員
会
）
　
山
内
俊
子
（
教
育
委
員
会
）
 

 ◎
異
　
動
　
四
月
一
日
付
 

◆
総
務
課
　
参
事
兼
総
務
課
長
長
谷
川
隆
夫
（
農
 

　
　
　
　
林
課
）
　
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
 

　
　
　
　
長
伊
藤
要
一
郎
（
企
画
調
整
課
）
 

　
　
　
　
主
任
主
査
矢
部
稔
樹（
町
民
生
活
課
）
 

　
　
　
　
主
任
主
査
岩
渕
東
吾（
議
会
事
務
局
）
 

　
　
　
　
主
査
青
津
直
子
（
出
納
室
）
　
 

◆
企
画
調
整
課
　
参
事
兼
企
画
調
整
課
長
猪
俣
 

　
　
　
　
正
博
（
総
務
課
）
　
企
画
調
整
課
長
 

　
　
　
　
補
佐
兼
調
整
係
長
杉
原
徳
夫
（
建
設
 

　
　
　
　
課
）
　
主
任
主
査
矢
部
喜
代
栄
（
総
 

　
　
　
　
務
課
）
 

◆
地
域
情
報
課
　
地
域
情
報
課
長
大
竹
享
（
総
 

　
　
　
　
務
課
）
　
地
域
情
報
課
長
補
佐
兼
放

　
　
　
　
送
制
作
係
長
佐
藤
教
男
（
ケ
ー
ブ
ル

　
　
　
　
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
）
　
通
信
情

　
　
　
　
報
係
長
石
川
藤
一
郎（
健
康
福
祉
課
）
 

　
　
　
　
主
任
主
査
佐
川
勝
美
（
ケ
ー
ブ
ル
テ

　
　
　
　
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
）
　
主
事
武
藤

　
　
　
　
洋
一
（
農
林
課
）
　
主
事
渡
部
和
徳

　
　
　
　
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
）
 

◆
地
域
振
興
課
　
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
地
域
 

　
　
　
　
振
興
係
長
会
田
秋
広（
健
康
福
祉
課
）
 

　
　
　
　
商
工
観
光
係
長
渡
部
峰
明
（
企
画
調
 

◆
町
民
生
活
課
　
町
民
生
活
課
長
補
佐
兼
町
民
 

　
　
　
　
生
活
係
長
長
谷
川
文
男
（
町
民
生
活

　
　
　
　
課
）
　
消
防
環
境
係
長
上
野
善
弘（
町
 

　
　
　
　
民
生
活
課
）
　
主
任
主
査
荒
井
克
巳
 

　
　
　
　
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
）
 

　
　
　
　
主
査
岩
原
俊
美
（
農
林
課
）
　
主
査
 

　
　
　
　
上
野
静
江
（
教
育
委
員
会
）
　
主
事
 

　
　
　
　
佐
藤
公
輝
（
教
育
委
員
会
）
 

◆
健
康
福
祉
課
　
健
康
福
祉
課
長
兼
野
沢
保
育
 

　
　
　
　
所
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
薄
友
喜

　
　
　
　
（
企
画
調
整
課
）
　
健
康
福
祉
課
長

　
　
　
　
補
佐
兼
介
護
国
保
係
長
兼
西
会
津
診

　
　
　
　
療
所
事
務
長
薄
上
亮
一
（
地
域
振
興

　
　
　
　
課
）
　
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
福
祉

　
　
　
　
係
長
兼
野
沢
保
育
所
次
長
渡
部
英
樹

　
　
　
　
（
農
林
課
）
　
主
任
主
査
五
十
嵐
悦

　
　
　
　
子
（
建
設
課
）
　
主
任
主
査
玉
木
周

　
　
　
　
司
（
総
務
課
）
　
健
康
福
祉
課
付
に

　
　
　
　
し
あ
い
づ
福
祉
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー

　
　
　
　
シ
ョ
ン
石
井
里
恵
子
（
西
会
津
診
療

　
　
　
　
所
）
 

◆
群
岡
診
療
所
　
主
任
准
看
護
技
師
石
本
明
美
 

　
　
　
　
（
西
会
津
診
療
所
）
 

◆
水
道
課
　
水
道
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
平
野
 

　
　
　
　
健
一
（
税
務
課
）
　
施
設
係
長
長
谷

　
　
　
　
川
賢
司
（
下
水
道
課
）
 

◆
下
水
道
課
　
下
水
道
課
長
兼
事
務
係
長
藤
田
 

　
　
　
　
潤
一
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
）
　
下
水
道
課
長
補
佐
兼
施
設

　
　
　
　
係
長
長
谷
川
三
志
（
下
水
道
課
）
　

　
　
　
　
主
任
主
査
高
津
典
通（
町
民
生
活
課
）
 

　
　
　
　
主
任
技
査
野
原
竹
夫
（
建
設
課
）
 

覚
え
て
く
だ
さ
い
 
〜
猿
の
生
態
〜
 

狙
わ
れ
て
い
ま
す
！
 

町
職
員
の
人
事
異
動
 

　10年程前から姿を見せ始めた猿は、年々数を増し、今や出没範囲は 

奥川全域に加え、新郷・群岡の一部にまで拡がっています。 

　これに併せて農林作物の被害も増加し、深刻な問題となっています。 

　町では地域のみなさんとともに猿被害対策に取り組んでいきます。 
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○
放
置
さ
れ
た
桑
の
木
 

 
○
刈
り
入
れ
後
の
落
ち
穂
 

         
昨
年
度
の
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
に
よ
る
猿
の
駆
 

除
頭
数
は
　
頭
と
前
年
に
比
べ
、
　
頭
増
加
し
 

ま
し
た
。
 

 
こ
れ
は
、
猿
が
出
没
し
た
と
き
、
関
係
者
へ
 

の
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
駆
除
隊
の
迅
速
 

な
出
動
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

 
ま
た
、
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
猿
被
害
防
止
 

網
の
試
験
設
置
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
 

猿
追
い
用
花
火
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
 

た
が
、
　
年
度
も
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
 

ま
え
て
、
よ
り
一
層
の
対
策
を
強
化
し
て
い
き
 

ま
す
。
 

 
○
効
果
が
確
認
さ
れ
た
猿
被
害
防
止
網
の
補
 

 
 
助
制
度
を
設
け
、
普
及
を
図
り
ま
す
 

 
○
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
定
期
的
に
実
施
し
ま
 

 
 
す
 

 
○
「
猿
被
害
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
、
更
 

 
 
な
る
対
策
の
検
討
を
進
め
ま
す
 

   　
昨
年
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
 

　
　
　
　
整
課
）
　
主
事
佐
藤
千
佳
子
（
町
民

　
　
　
　
生
活
課
）
 

◆
税
務
課
　
税
務
課
長
補
佐
兼
民
税
係
長
高
浜
 

　
　
　
　
秀
道
（
水
道
課
）
　
収
税
係
長
高
久

　
　
　
　
孝
仁
（
教
育
委
員
会
）
　
主
任
主
査

　
　
　
　
三
瓶
ひ
と
み
（
教
育
委
員
会
）
 

◆
農
林
課
　
農
林
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
 

　
　
　
　
長
岩
原
稔
（
教
育
委
員
会
）
　
農
林

　
　
　
　
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
佐
藤
健
一（
農
 

　
　
　
　
林
課
）
　
林
政
係
長
五
十
嵐
和
典（
税
 

　
　
　
　
務
課
）
　
主
事
斎
藤
哲
（
総
務
課
）
 

◆
建
設
課
　
工
務
係
長
酒
井
誠
明
（
水
道
課
）
 

　
　
　
　
技
査
鈴
木
利
博
（
下
水
道
課
）
 
 
 

 し
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
 

火
に
よ
る
撃
退
方
法
が
一
番
効
果
が
あ
り
ま
し
 

た
。
 

   
 

 
も
し
猿
が
出
没
し
た
ら
、
す
ぐ
に
追
っ
た
り
 

せ
ず
に
、
役
場
ま
た
は
駆
除
隊
に
連
絡
し
て
く
 

だ
さ
い
。
連
絡
が
と
れ
な
い
場
合
は
、
危
な
く
 

な
い
方
法
で
追
い
払
う
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
ま
た
、
不
意
に
猿
の
群
れ
に
出
く
わ
し
た
ら
、
 

で
き
る
だ
け
早
く
そ
の
場
を
離
れ
る
よ
う
に
し
 

て
く
だ
さ
い
。
棒
な
ど
を
持
っ
て
立
ち
向
か
っ
 

た
り
す
る
と
、
か
え
っ
て
危
険
で
す
。
特
に
子
 

猿
が
群
れ
の
中
に
い
る
場
合
は
気
を
つ
け
て
く
 

だ
さ
い
。
 

 　
連
絡
先
　
農
林
課
　
　
　
│
4
5
3
1

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
　
教
育
次
長
兼
学
 

　
　
　
　
校
教
育
課
長
兼
町
史
編
さ
ん
室
長
兼
 

　
　
　
　
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
総
務
係
長
斎
 

　
　
　
　
藤
久
（
教
育
委
員
会
）
　
学
校
教
育
 

　
　
　
　
係
長
斎
藤
伸
也
（
教
育
委
員
会
）
　

　
　
　
　
主
査
長
谷
沼
充
伸
（
企
画
調
整
課
）
 

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
社
会
教
育
課
長
 

　
　
　
　
兼
公
民
館
長
伊
勢
亀
静
雄
（
下
水
道

　
　
　
　
課
）
　
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
公
民

　
　
　
　
館
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
鈴
木
義

　
　
　
　
孝
（
教
育
委
員
会
）
　
社
会
教
育
課

　
　
　
　
長
補
佐
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
次
長
小
野

　
　
　
　
木
典
夫
（
健
康
福
祉
課
）
　
主
任
主

　
　
　
　
査
薄
三
恵
子
（
農
業
委
員
会
）
　
主

　
　
　
　
任
主
査
武
藤
幹
子
（
税
務
課
）
　
司

　
　
　
　
書
川
口
順
子
（
町
民
生
活
課
）
 

◆
出
納
室
　
主
査
山
本
公
子
（
総
務
課
）
 

◆
議
会
事
務
局
　
主
査
三
留
昭
生
（
地
域
振
興
 

　
　
　
　
課
）
　
　
　
　
（
　
）
内
は
旧
任
 

         抱
 
負
 
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
、
早
く
役
立
つ
 

職
員
に
な
り
た
い
で
す
。
 

　
ま
た
、
西
会
津
町
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
見

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

猿により被害を受けたネギ畑 

柿の木に群がる猿 

新
採
用
職
員
紹
介
 

67
14

24

45

奥
川
地
区
猿
被
害
対
策
会
議
か
ら
の
一
言
 

駆
除
隊
か
ら
の
一
言
 

総務課 
斎藤　善行 
（上野尻） 

 



8

   

   

   

  

国際交流員 
チャド・ウエスト 

      
 
 
 
 
こ
ん
に
ち
は
！
 

 
 
 
 
 
お
花
見
は
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？
 

 
 
 
 
 
私
が
西
会
津
町
に
来
た
頃
、
丁
度
 

統
合
中
学
校
の
建
設
が
始
ま
り
、
学
校
に
つ
い
 

て
、
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
ど
の
様
 

な
学
校
が
建
て
ら
れ
る
の
か
、
全
く
分
か
ら
な
 

か
っ
た
の
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
「
大
し
た
物
じ
 

ゃ
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 
と
こ
ろ
が
、
完
成
し
た
学
校
を
見
る
と
…
、
 

「
素
晴
ら
し
い
、
ス
バ
ア
ア
ア
ア
ラ
ア
ア
シ
イ
 

　
」
と
い
う
の
が
感
想
で
、
何
も
言
う
こ
と
が
 

な
く
、
ど
の
面
で
も
本
当
に
素
晴
ら
し
い
学
校
 

で
し
た
。
こ
の
学
校
で
、
ど
の
様
に
教
育
を
行
 

っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
 

み
ま
し
た
。
 

 
今
月
号
で
は
、
男
女
平
等
の
面
か
ら
統
合
中
 

学
校
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。
 

 
ま
ず
、
男
女
平
等
を
い
つ
も
大
切
に
し
て
学
 

校
運
営
を
行
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
 

 
先
日
、
町
内
の
あ
る
小
学
校
の
卒
業
式
に
出
 

席
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
 

式
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
人
や
発
表
し
た
児
童
の
 

中
に
女
性
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
が
 

っ
か
り
し
ま
し
た
し
、
こ
の
学
校
の
女
の
人
は
、
 

将
来
、
男
女
平
等
の
社
会
に
対
応
し
て
い
け
る
 

の
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
統
合
中
学
校
は
日
本
一
の
学
校
と
い
わ
れ
て
 

！！ 

 
４
月
７
日
に
新
生
「
西
会
津
中
学
校
」
が
開
校
し
、
８
日
 

に
第
１
回
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
入
学
式
で
は
、
佐
藤
秀
喜
校
長
の
式
辞
や
新
入
生
代
表
の
 

片
岡
光
太
郎
君
か
ら
「
新
し
い
伝
統
を
つ
く
り
ま
す
」
と
の
 

誓
い
の
こ
と
ば
な
ど
が
あ
っ
た
後
、
生
徒
全
員
に
よ
る
新
し
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
校
歌
の
斉
唱
が
行
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
、
新
生
「
西
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
中
学
校
」
が
ス
タ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ト
し
ま
し
た
。
 　４月１日、平成12年度から整備を 

進めてきた町民バスが運行を開始い 

たしました。この日の運行開始セレ 

モニーでは、町民バス愛称の最 

優秀作品表彰やテープカットが 

行われた後、新規路線の野沢尾 

野本循環線で体験乗車が行われ 

ましたが、「新しいバスに乗っ 

てみたい」という方が大勢集ま 

ったことから、１台に乗り切れ 

なくなり、もう１台増便すると 

いうハプニングがありました。 

これからは「会津バス」に替わ 

り地域の足として町民バスが運 

行することになります。 
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   い
ま
す
の
で
、
男
女
平
等
の
面
で
も
日
本
一
の
 

学
校
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 
男
女
不
平
等
は
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
 

る
と
思
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
同
じ
仕
事
で
も
女
性
の
給
料
が
安
い
 

と
い
っ
た
状
況
も
あ
り
ま
す
し
、
こ
う
い
っ
た
 

こ
と
が
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
、
子
供
の
成
長
に
 

影
響
を
及
ぼ
し
、
子
供
が
学
校
で
問
題
を
起
こ
 

す
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

 
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
何
を
し
た
ら
い
い
の
 

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
私
の
考
え
た
具
体
的
 

な
方
法
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
①
学
校
内
の
掲
示
板
は
、
情
報
、
問
題
や
経
 

 
 
過
な
ど
男
女
平
等
を
考
え
て
作
る
べ
き
だ
 

 
 
と
思
い
ま
す
。
 

 
②
授
業
に
使
う
絵
や
イ
ラ
ス
ト
は
男
女
平
等
 

　
　
を
考
え
児
童
生
徒
に
見
せ
る
べ
き
だ
と
思
 

　
　
い
ま
す
。
 

 
 
例
え
ば
、
授
業
で
医
師
の
絵
を
見
せ
る
な
 

 
 
ら
男
性
と
女
性
の
両
方
の
絵
を
見
せ
る
べ
 

 
 
き
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 
③
女
性
だ
か
ら
ま
た
は
男
性
だ
か
ら
で
き
な
 

 
 
い
と
言
う
表
現
を
忘
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
 

 
 
ま
す
。
 

 
④
役
割
分
担
な
ど
は
、
性
別
で
決
め
な
い
よ
 

 
 
う
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 
⑤
ク
ラ
ス
の
代
表
は
女
性
一
人
、
男
性
一
人
 

 
 
と
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

  
皆
さ
ん
も
男
女
平
等
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
 

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
良
い
方
法
が
あ
り
ま
 

し
た
ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

 
４
月
　
日
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
高
齢
 

者
健
康
水
泳
教
室
開
講
式
が
さ
ゆ
り
公
園
で
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
度
の
受
講
者
は
、
　
人
で
、
開
講
式
 

終
了
後
に
は
受
講
者
が
早
速
、
屋
内
プ
ー
ル
 

に
移
動
し
初
泳
ぎ
に
挑
戦
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
 

タ
ー
の
指
導
の
も
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
し
ぶ
 

き
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

16

137

　４月12日、西会津町女性消防隊委嘱状交付 
式が、西会津消防署において行われ、火災の 
予防、特に家庭、地域からの防火思想普及に 
よる、火災のない安心して暮らせるまちづく 
りを進めるため、隊員代表の伊藤加代子さん、 
沼澤身知子さんに町長から委嘱状が手渡され 
ました。 

　
４
月
　
日
、
春
の
全
国
交
 

通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
て
、
 

西
会
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

と
東
蒲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

の
合
同
に
よ
る
テ
ン
ト
村
作
 

戦
が
国
道
　
号
の
県
境
パ
ー
 

キ
ン
グ
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
こ
の
テ
ン
ト
村
作
戦
 

は
今
回
で
　
回
目
と
な
り
、
 

特
に
通
行
量
の
多
い
国
道
　
 

号
で
の
重
大
事
故
防
止
の
た
 

め
、
交
通
安
全
の
呼
び
掛
け
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

11
49

49

18
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

「そば打ち体験教室」 

   

  　
公
民
館
で
は
、
心
豊
か
な
生
き
が
い
の
あ
る

人
生
づ
く
り
に
向
け
て
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
 

皆
様
の
生
涯
学
習
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

 　
青
年
・
成
人
教
育
 

　
今
年
か
ら
新
た
な
講
座
と
し
て
、
『
和
紙
づ

く
り
講
座
』
を
五
月
か
ら
開
き
ま
す
。
内
容
と

し
て
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
和
紙
づ
く
り
の
体

験
学
習
を
す
る
予
定
で
す
。
今
年
も
、
成
人
男

性
を
対
象
と
し
た
『
男
の
料
理
教
室
』
を
開
催

し
ま
す
。
日
頃
仕
事
で
学
習
す
る
機
会
が
少
な

い
働
く
皆
さ
ん
の
た
め
の
講
座
『
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
ワ

ク
倶
楽
部
』
を
、
今
年
も
五
月
か
ら
毎
月
開
講

し
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
や
料
理
教
室
、
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
英
会
話
教
室
は
、
五

月
十
四
日
か
ら
公
民
館
で
、
初
級
・
中
級
の
二

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
英

会
話
を
学
び
ま
す
。
今
年
も
、
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
後
日
、
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
青
年
を
対
象
と
し
た
講
座
で
は
、

新
た
に
『
交
流
会
』
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
み
な
さ
ん
の
お
互
い
の
情
報
交
換
と
親
睦
、

そ
し
て
、
町
の
活
性
化
の
た
め
に
参
加
願
い
ま

す
。
 

 　
少
年
・
女
性
・
高
齢
者
教
育
 

　
少
年
教
室
で
は
、
小
学
一
、
二
年
生
を
対
象

と
し
た
『
お
は
な
し
の
会
』
を
野
沢
・
尾
野
本
 

・
群
岡
の
三
地
区
で
実
施
し
読
書
活
動
の
推
進
 

に
努
め
ま
す
。
小
学
三
、
四
年
生
で
は
、
『
に

し
あ
い
づ
わ
ん
ぱ
く
塾
』
、
小
学
五
、
六
年
生

で
は
『
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
』
、
新
郷
・

奥
川
各
分
館
で
は
、
『
新
郷
少
年
教
室
』
『
奥

川
サ
タ
デ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
』
を
開
催
し
ま
す
。
 

内
容
は
各
講
座
と
も
体
験
重
視
の
活
動
が
中
心

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
絵
や
造
形
活
動
を
と
お

し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
『
キ
 

ッ
ズ
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
』
を
開
講
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
中
高
校
生
対
象
の
講
座
と
し
て
、
前
年
度

か
ら
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』
を
開
講
し
、
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
理
論
と
実
践
に
つ
い
て

学
習
す
る
予
定
で
す
。
女
性
教
育
で
は
、
『
女

性
講
座
』
『
料
理
教
室
』
『
手
芸
教
室
』
の
三

講
座
を
設
け
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
講

座
を
開
講
す
る
予
定
で
す
。
高
齢
者
教
育
で
は
、
 

高
齢
者
が
健
康
で
明
る
く
、
心
豊
か
に
「
百
歳
 

ヘ
の
挑
戦
」
を
目
指
し
、
老
後
の
生
き
が
い
に

満
ち
た
人
生
を
作
り
出
す
た
め
、
今
年
新
た
に
 

『
歳
百
合
大
学
』
を
開
講
し
、
学
習
意
欲
の
あ

る
方
を
対
象
に
テ
ー
マ
ご
と
の
講
座
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
引
き
続
き
、
『
歳
百
合
学
園
』
 

を
開
講
し
、
教
養
講
座
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
中
心
と
し
た
い
き
い
き
講
座
を
開
講
し

ま
す
。
 

 　
社
会
体
育
（
ス
ポ
ー
ツ
）
 

　
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種
大
会
は

も
と
よ
り
、
多
種
目
に
わ
た
り
教
室
や
講
習
会

な
ど
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。
 

　
大
会
関
係
で
は
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
各
大
会
や
各
地
区

ご
と
の
運
動
会
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
大
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

　
教
室
関
係
で
は
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
種
目
と
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ

ン
ク
・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
）
を
重
点
的
に
開
催
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
町
民
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
、
み
ん

な
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
な
が
ら
、
心
身
と
も
に

健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

 　
本
年
度
は
、
以
上
の
よ
う
な
講
座
を
計
画
し
、
 

年
間
を
通
じ
て
総
合
的
に
取
り
組
め
る
学
習
の

で
き
る
環
境
づ
く
リ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 



11

  　
各
種
講
座
の
開
講
に
と
も
な
い
、
町
公
民
館

で
は
平
成
十
四
年
度
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
 

【
郷
土
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
】
 

◆
内
容
　
町
の
歴
史
を
学
び
現
地
研
修
な
ど
を
 

　
　
　
　
と
お
し
、
郷
土
史
の
理
解
を
探
め
る
 

◆
期
間
　
五
月
十
六
日
（
木
）
〜
十
二
月
 

　
　
　
　
毎
月
一
回
／
午
後
七
時
〜
九
時
 

◆
場
所
　
西
会
津
町
公
民
館
 

◆
講
師
　
根
本
一
さ
ん
（
原
町
）
 

◆
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
 

◆
参
加
費
　
五
百
円
 

◆
定
員
　
二
十
名
 

　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）
 

【
子
育
て
サ
ー
ク
ル
】
 

◆
目
的
　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
と
お
し
て
、
子
 

　
　
　
　
育
て
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
学
ぶ
 

◆
期
間
　
五
月
十
九
日
（
日
）
 

　
　
　
　
　
〜
平
成
十
五
年
三
月
（
月
一
回
）
 

◆
場
所
　
西
会
津
町
公
民
館
ほ
か
 

◆
対
象
　
仲
間
と
楽
し
く
遊
び
た
い
、
活
動
し
 

　
　
　
　
た
い
と
思
っ
て
い
る
０
歳
児
か
ら
小
 

　
　
　
　
学
六
年
生
ま
で
の
子
を
も
つ
親
子
 

◆
会
費
　
保
険
料
一
人
　
四
百
五
十
円
 

　
　
　
　
運
営
費
一
人
　
千
円
 

　
　
　
　
そ
の
他
、
活
動
経
費
が
か
か
る
場
合
 

　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。
 

◎
お
問
合
せ
 

　
各
講
座
と
も
西
会
津
町
公
民
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
│
３
２
４
４
 

  　
野
草
会
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
エ

ビ
ネ
や
ユ
リ
な
ど
美
し
く
咲
い
た
山
野
草
を
ご

覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
 

◆
日
時
　
五
月
十
一
日（
土
）〜
十
二
日（
日
）
 

　
　
　
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で
 

　
　
　
　
﹇
十
二
日
は
午
後
一
時
ま
で
﹈
 

◆
会
場
　
西
会
津
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
 

   

   

　
野
沢
原
町
の
丹
藤
明
さ
ん
（
故
人
）
が
本
紙
 

二
五
八
号
か
ら
三
〇
六
号
ま
で
四
二
回
に
渡
っ
 

て
『
ふ
る
さ
と
の
伝
説
』
を
連
載
し
た
が
、
そ
 

の
中
に
「
三
狐
物
語
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
 

松
尾
三
本
松
の
赤
狐
・
小
島
林
の
七
色
狐
・
下
 

小
屋
の
小
梅
狐
の
噺
を
載
せ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
を
簡
単
に
紹
介
す
れ
ば
、
野
沢
原
町
宿
 

の
常
楽
寺
（
中
の
寺
）
が
長
岡
の
殿
様
か
ら
預
 

か
っ
て
い
た
将
軍
家
へ
献
上
用
の
黄
金
の
燭
台
 

を
、
そ
の
殿
様
一
行
に
化
け
た
こ
 

の
狐
ど
も
に
騙
し
取
ら
れ
て
し
ま
 

っ
た
。
後
日
、
本
物
の
殿
様
が
江
 

戸
へ
の
参
勤
交
替
で
受
け
取
り
に
 

来
た
時
に
、
こ
れ
は
狐
の
仕
業
だ
 

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
 

心
利
い
た
家
来
が
、
狐
が
最
も
畏
 

れ
る
京
都
の
伏
見
稲
荷
の
家
来
に
 

成
り
済
ま
し
て
、
無
事
に
取
り
戻
 

す
こ
と
が
で
き
た
。
 

　
そ
の
後
、
こ
の
三
匹
の
狐
の
う
 

ち
松
尾
の
赤
狐
と
下
小
屋
の
小
梅
 

狐
は
夫
婦
に
な
っ
た
が
、
小
梅
狐
に
横
恋
慕
し
 

た
小
島
林
の
七
色
狐
が
嫉
妬
の
末
に
、
こ
の
夫
 

婦
狐
を
食
い
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
 

っ
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
少
し
野
暮
を
い
え
ば
、
 

「
長
岡
の
殿
様
」
は
新
発
田
か
村
上
の
殿
様
の
 

誤
伝
で
あ
ろ
う
。
長
岡
藩
の
参
勤
は
三
国
街
道
 

を
使
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
回
り
の
 

越
後
（
会
津
）
街
道
は
通
ら
な
か
っ
た
筈
だ
か
 

ら
で
あ
る
。
 だ

ま
 

お
そ
 

み
く
に
 

う
わ
た
に
 

ぬ
か
づ
か
や
ま
 

さ
か
の
ぼ
 

が
し
ら
 

た
ぶ
ら
 

た
ぐ
い
 

ま
れ
 

は
な
し
 

野
沢
郷
の
狐
伝
承
 　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
野
沢
の
里
の
 

狐
物
語
は
、
こ
の
外
に
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
 

上
谷
山
お
つ
な
狐
の
報
復
物
語
（
原
・
五
十
嵐
 

隆
二
家
蔵
）
と
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
芝
草
お
こ
 

ん
狐
の
敵
討
物
語
（
橋
屋
・
佐
藤
政
次
家
蔵
）
 

の
二
編
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
 

う
ち
お
こ
ん
狐
、
原
題
は
「
会
津
野
沢
　
狐
敵
 

討
物
語
記
」
を
ご
紹
介
し
て
み
る
。
 

 　
　
　
　
　
　
発
端
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
三
 

　
　
　
　
　
月
、
森
野
村
領
分
糠
塚
山
の
楊
貴
 

　
　
　
　
　
妃
桜
の
花
見
に
遡
る
。
 

　
　
　
　
　
　
登
場
人（
？
）物
は
芝
草
村
安
津
窪
 

　
　
　
　
　
の
根
々
兵
衛
。
敵
役
・
野
沢
原
町
 

　
　
　
　
　
村
領
分
猪
ノ
鼻
の
与
吉
。
そ
の
取
 

　
　
　
　
　
巻
・
松
尾
村
三
本
松
の
太
郎
丸
と
 

　
　
　
　
　
森
野
村
糠
塚
山
の
森
之
進
。
野
沢
 

　
　
　
　
　
原
町
村
小
屋
田
の
お
ま
ん
。
 

　
　
　
　
　
　
そ
し
て
ヒ
ロ
イ
ン
は
根
々
兵
衛
 

　
　
　
　
　
の
妻
お
こ
ん
。
そ
の
子
お
は
つ
と
 

　
　
　
　
　
治
郎
兵
衛
は
ま
だ
胎
内
で
あ
る
。
 

　
さ
て
敵
役
・
猪
ノ
鼻
の
与
吉
。
こ
の
狐
は
古
 

顔
な
の
で
触
れ
頭
を
勤
め
て
い
る
が
元
来
の
悪
 

心
者
。
人
間
を
誑
か
す
の
は
勿
論
、
飼
い
猫
や
 

鶏
ま
で
盗
み
食
う
悪
行
者
な
の
で
、
い
ま
だ
に
 

独
り
身
だ
っ
た
。
そ
の
与
吉
が
芝
草
村
根
々
兵
 

衛
の
妻
お
こ
ん
に
横
恋
慕
を
し
た
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
お
こ
ん
は
小
野
小
町
か
楊
 

貴
妃
か
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
類
い
稀
な
る
別
嬪
 

の
狐
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
 

45

45

「
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集
中
 

　
今
、
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
の
募
集
 

を
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
 

次
の
種
目
を
実
施
予
定
で
す
。
 

【
教
室
】
 

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
月
２
回
）
 

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
（
月
２
回
）
 

・
ペ
タ
ン
ク
（
年
６
回
）
 

・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
（
年
６
回
）
 

・
水
泳
（
月
４
回
）
 

・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
月
２
回
）
 

・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
（
月
１
回
）
 

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
（
月
１
回
）
 

・
卓
球
（
月
２
回
）
 

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
年
５
回
）
 

・
ス
キ
ー
（
年
２
回
）
 

【
大
会
】
 

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
年
１
回
）
 

・
ス
ポ
ー
ツ
総
合
大
会
（
年
１
回
）
 

　
町
民
皆
様
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
生
涯
ス
 

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
会
員
と
な
り
い
っ
し
 

ょ
に
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

〔
お
問
合
せ
〕
 

　
西
会
津
町
公
民
館
体
育
振
興
係
内
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
３
２
４
４
 

絵・丹藤明「ふるさとの伝説」より 
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平野愛華ちゃん 
（健・安座） 

渡部達能くん 
（文孝・安座） 

渡部真子ちゃん 
（進市・掘越） 

鈴木夏純ちゃん 
（洋祐・２町内） 

長谷沼雅子ちゃん 
（勉・高目） 

佐藤敦啓くん 
（栄作・熊沢） 

新田亜美ちゃん 
（篤・程窪） 

渡部紗綾ちゃん 
（敏朗・西林） 

佐藤優奈ちゃん 
（正徳・下小島） 

伊藤杏実ちゃん 
（和弘・西原） 

　３種類とも 
　受診するこ 
とをお勧め 
します。 

検（健）診が 
　受けやすく 
　なります。 

   

  

   

   

結
核
・
基
本
・
胃
が
ん
検
診
が
一
日
で
受
け
ら
れ
ま
す
 

総
合
検
診
の
実
施
に
伴
う
主
な
変
更
点
 

　３月２０日、３歳児２０名を対 
象に健康診査を行った結果、むし 
歯のない子は１０名でした。 

　
町
で
は
、
検
（
健
）
診
を
 

受
け
る
度
に
仕
事
を
休
ま
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
、
 

受
診
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
 

た
め
に
、
従
来
、
二
日
間
に
 

分
け
て
実
施
し
て
き
た
「
基
 

本
健
診
（
結
核
検
診
）
と
胃
 

が
ん
検
診
」
を
一
日
で
受
診
 

で
き
る
よ
う
『
総
合
検
診
』
 

に
取
り
組
み
ま
す
。
 

　
今
年
度
は
７
月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬
に
か
け
て
町
内
各
地
区
で
実
施
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
検
診
意
向
調
査
票
に
よ
り
各
検
診
の
受
診
希
望
は
把
握
し
て
い
ま
す
の
 

で
、
新
た
な
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

   ①
胃
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、
検
診
の
実
施
時
間
は
午
前
中
と
な
り
ま
す
。
 

 ②
検
診
会
場
を
検
査
車
輛
の
駐
車
場
所
を
確
保
す
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
各
地
 

　
区
一
箇
所
に
統
合
し
ま
す
。
 

 　
　
野
沢
地
区
　
野
沢
小
学
校
 

　
　
尾
野
本
地
区
�
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
 

　
　
群
岡
地
区
　
旧
群
岡
中
学
校
 

　
　
新
郷
地
区
　
新
郷
連
絡
所
 

　
　
奥
川
地
区
　
奥
川
小
学
校
 

 ③
検
診
会
場
が
統
合
さ
れ
た
集
落
に
つ
い
て
は
、
各
集
落
一
箇
所
（
集
会
所
等
）
 

　
か
ら
該
当
地
区
の
会
場
ま
で
該
当
日
の
み
送
迎
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
※
後
日
、
利
用
申
し
込
み
を
取
り
ま
す
。
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みんなの広場 みんなの広場 
大
槻
ユ
リ
子
 

　
　
〔
芝
　
草
〕
 
さ ん 

　杉本政憲さん（4月号から）  
◆　メッセージ　◆ 
　次回の同級会は、地元でやりま 
しょう。 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
（
場
所
）
は
？
 

橋
屋
と
戸
中
の
間
か
ら
の
高
陽
山
の
眺
め
 

（
奥
川
生
ま
れ
な
の
で
、
高
陽
山
を
見
る
 

と
、
小
学
生
の
時
に
登
山
し
た
こ
と
な
ど
 

を
思
い
出
し
ま
す
。
）
 

あなたの趣味は？ 
　山野草観賞です。  
　庭の隅に植えて観賞していま 
す。 
                 
最近感動したことは？ 
　スクールバスの添乗員を辞め 
て３年ぐらい経ちますが、当時 
保育所に通っていた子から声を 
かけられたこと。 

あなたのモットーは？ 
　何でも一生懸命にやること。 
 
これからやってみたいことは？ 
　健康を考えてミネラル野菜づ 
　くりに挑戦してみたいです。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｍ．Ｓさん（下小島） 

 
今
月
は
、
今
年
度
か
ら
広
報
担
当
に
な
っ
た
「
私
」
の
元
気
 

の
素
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
４
月
か
ら
担
当
と
い
う
こ
と
で
、
原
稿
の
締
め
切
り
に
追
わ
 

れ
、
取
材
に
出
た
り
、
原
稿
を
書
く
時
に
は
、
日
本
語
の
難
し
 

さ
を
痛
感
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
周
囲
の
方
の
ご
協
力
も
あ
 

り
ま
し
て
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
る
こ
と
で
、
な
ん
と
か
私
 

に
と
っ
て
第
１
号
の
広
報
を
発
行
出
来
そ
う
で
す
。
 

 
さ
て
、
本
題
の
「
私
」
の
元
気
の
素
で
す
が
、
自
分
の
好
き
 

な
こ
と
に
夢
中
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
 

 
時
間
と
余
裕
が
あ
る
と
き
に
は
、
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
好
 

き
な
の
で
、
ず
っ
と
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
り
し
ま
す
。
昨
年
に
 

は
、
仕
事
と
の
関
わ
り
も
あ
っ
た
の
で
、
教
習
所
に
通
い
大
型
 

免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
 

 
一
つ
の
物
事
に
夢
中
に
な
る
と
、
嫌
な
事
を
忘
れ
気
分
転
換
 

に
な
る
の
で
、
私
に
と
っ
て
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
 

す
。
目
標
に
向
っ
て
何
か
を
達
成
し
た
と
き
の
喜
び
は
一
し
お
 

で
す
し
…
。
 

 
と
り
と
め
も
な
く
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
最
後
に
、
毎
 

日
何
気
な
く
通
勤
し
て
い
る
場
所
で
す
が
、
広
報
担
当
に
な
り
、
 

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
た
 

い
と
思
い
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
 

っ
た
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。
う
 

ま
く
撮
影
出
来
て
い
る
か
賛
否
 

両
論
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
 

写
真
が
み
な
さ
ん
の
元
気
の
素
 

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

 
み
な
さ
ん
に
広
報
を
読
ん
で
 

も
ら
え
る
よ
う
、
な
る
べ
く
分
 

か
り
や
す
く
記
事
を
掲
載
し
て
 

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
 

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
い
た
し
ま
す
。
 

上野尻発電所南側の桜の様子 
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西会津中学校図書館 

                

     
町
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
良
い
生
涯
学
習
の
 

場
を
提
供
す
る
た
め
、
４
月
　
日
か
ら
西
会
津
 

中
学
校
図
書
館
（
図
書
館
）
の
利
用
を
開
始
し
 

ま
し
た
。
 

 
新
し
い
図
書
館
で
一
度
読
書
を
し
て
み
て
は
、
 

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

▼
開

館

日
 
火
曜
〜
日
曜
日
 

 
 
 
 
 
 
（
休
館
日
は
月
曜
日
で
、
月
曜
 

 
 
 
 
 
 
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
、
次
の
 

 
 
 
 
 
　
平
日
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。）
 

▼
開
館
時
間
 
午
前
８
時
　
分
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
ま
で
 

 
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
に
お
問
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
【
図
書
館
】
 
　
　
│
１
１
５
３
 

      
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
 

の
み
な
さ
ん
に
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
を
 

提
供
す
る
た
め
、
西
会
津
中
学
校
施
設
の
利
用
 

を
開
始
し
ま
し
た
。
 

▼
利
用
で
き
る
施
設
 

 
校
舎
一
階
 
技
術
室
・
美
術
室
・
音
楽
室
・
 

 
 
 
 
 
 
多
目
的
ホ
ー
ル
・
展
示
ギ
ャ
ラ
 

　
　
　
　
　
　
リ
ー
 

                  
 
 
 
 
 
 

 
校
舎
二
階
 
作
法
室
・
家
庭
科
室
・
多
目
的
 

 
 
 
 
 
 
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
 

 
 
 
 
 
 
室
 

 
体
育
館
 
ア
リ
ー
ナ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
 

 
 
 
 
 
 
柔
道
場
・
剣
道
場
 

▼
利
用
で
き
る
日
時
 

 
授
業
に
支
障
の
な
い
日
時
の
 

 
午
前
８
時
　
分
〜
午
後
９
時
ま
で
 

  
な
お
、
利
用
申
請
の
受
付
は
、
図
書
館
で
行
 

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
 

は
、
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

 
 
【
図
書
館
】
　
　
　
│
１
１
５
３
 

     
町
で
は
、
４
月
８
日
に
防
霜
対
策
本
部
を
設
 

置
し
、
５
月
　
日
ま
で
を
防
霜
対
策
強
化
月
間
 

と
し
ま
し
た
。
 

 
対
策
本
部
で
は
、
霜
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
 

め
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
注
意
を
呼
び
か
け
 

ま
す
の
で
、
情
報
を
基
に
農
作
物
の
管
理
を
十
 

分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
霜
に
よ
る
被
 

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
被
害
面
積
と
状
況
 

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
連
絡
先
】
 

 
防
霜
対
策
本
部
 

 
 
　
　
　
　
農
林
課
 
　
　
│
４
５
３
１
 

      
西
会
津
町
の
情
報
を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
す
 

る
た
め
、
福
島
民
報
社
と
と
も
に
「
西
会
津
町
 

ふ
る
さ
と
メ
ー
ル
（
ｆ
メ
ー
ル
）
」
の
無
料
配
 

信
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

 
配
信
は
毎
週
木
曜
日
で
す
。
 

 
ご
希
望
の
方
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
登
 

録
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 

http://w
w
w
.fukushim

a-m
inpo.co.jp/fm

l/

45

31

23
30

30

48

48
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東
京
都
近
郊
に
在
住
の
町
出
身
者
で
構
成
さ
 

れ
て
い
る
東
京
西
会
津
会
が
、
今
年
度
は
西
会
 

津
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

 
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
町
出
身
の
 

方
々
な
ど
多
く
の
み
な
さ
ん
に
声
を
か
け
て
い
 

た
だ
き
、
ぜ
ひ
出
席
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内
く
 

だ
さ
い
。
 

▼
日
 
時
 
５
月
　
日
　
〜
　
日
 

▼
会
 
場
 
温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
 

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
 
　
　
　
地
域
振
興
課
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
３
 

    
５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。
裁
判
所
で
 

は
、
こ
の
記
念
日
を
中
心
に
１
日
か
ら
７
日
ま
 

で
を
憲
法
週
間
と
し
、
次
の
日
時
で
憲
法
週
間
 

記
念
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
 

 ▼
日
時
 
５
月
　
日
 

　
　
　
　
午
前
　
時
〜
午
後
３
時
 

▼
場
所
 
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
 

　
　
　
　
会
津
若
松
支
部
 

 【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
会
津
若
松
支
部
 

　
　
　
　
　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
０
２
６
４
 

   　
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 

利
用
者
へ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
在
宅
介
 

護
支
援
の
強
化
を
目
的
に
、
日
本
財
団
の
平
成
 

　
年
度
福
祉
車
両
助
成
事
業
に
よ
り
、
デ
イ
サ
 

ー
ビ
ス
送
迎
車
と
介
護
支
援
車
の
２
台
の
福
祉
 

車
両
を
導
入
し
ま
し
た
。
 

               
６
月
１
日
〜
　
日
ま
で
は
電
波
利
用
保
護
旬

間
で
す
。
ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
が
Ｉ
Ｔ
社
会

を
支
え
ま
す
。
電
波
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
か

ら
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
は
、
次
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
 
監
視
課
 

　
　
　
　
　
　
　
　
０
２
２
│
　
│
０
６
４
１
 

   　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方
で
は
、
平
成
　
年
３
 

月
の
中
学
・
高
校
卒
業
者
の
求
人
申
込
が
６
月
 

　
日
か
ら
始
ま
る
の
を
前
に
、
事
業
所
な
ど
を
 

対
象
に
し
た
求
人
受
理
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

来
春
卒
業
の
学
生
を
採
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
 

る
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
 

さ
い
。
 
 

▼
日
時
 
６
月
６
日
　
　
午
後
１
時
　
分
〜
 

▼
会
場
 
喜
多
方
プ
ラ
ザ
　
小
ホ
ー
ル
 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方
 
求
人
部
門
 

 
 
 
 
　
　
０
２
４
１
│
　
│
４
１
１
１
 

     　
本
町
の
滝
坂
地
内
で
地
す
べ
り
対
策
事
業
を
 

行
っ
て
い
る
阿
賀
野
川
工
事
事
務
所
が
、
西
会
 

津
の
民
話
に
ち
な
ん
だ
滝
坂
地
す
べ
り
の
パ
ン
 

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
 

　
内
容
は
、
阿
賀
川
と
人
々
と
の
関
わ
り
を
民
 

話
で
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
作
成
さ
れ
て
お
り
、
 

西
会
津
町
は
、
か
つ
て
湖
で
あ
っ
た
こ
と
が
民
 

話
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
町
建
設
課
で
無
料
配
 

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
 

ぞ
。
 
 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
　
　
　
　
建
設
課
　
　
　
│
４
５
３
４
 

221

45

　総務省では、西会津町を担当する行政相談員 
として、次の方を委嘱しています。 
　山　本　義　子　さん（９町内２） 
　　　　　　　　　　　４５－２１４４ 
 
　行政相談員は、国の仕事をはじめ、ＪＲやＮ 
ＴＴなどの仕事についての苦情や意見・要望を 
受付け、みなさんと役所などとの間に立って、 
その解決を促進するよう相談に応じています。 
　また、５月２０日から２６日までの一週間は 
「春の行政相談週間」です。町では次のところ 
で相談所を開きますので、お気軽にご利用くだ 
さい。 
 
　○相談日時・会場 
　　５月２３日（木） 
　　　午前９時30分～正午　新郷連絡所 
　　　午後１時30分～４時　奥川支所 
　　５月２４日（金） 
　　　午前９時30分～正午　保健センター 
　　　午後１時30分～４時　町役場第二会議室 

45

25

（土） 

26

（日） 

1010

27

（金） 

13

10

15

20

30

22

（木） 
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4
月
号
の
新
入
学
児
童
紹
介
で
、
小
林
楓
さ

ん
の
地
区
を
「
六
町
内
」
と
掲
載
し
た
の
は
、

「
四
町
内
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。
 

 　
広
報
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
並
び
に

情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
 

　
企
画
調
整
課
　
　
　
―
4
5
3
6

岩　城　　　宗（90）宗　吉　父　9町内1 
齋　藤　善　一（62）ヤヨイ　夫　堀　越 
新　保　幸四郎（83）義　正　父　森　野 
長谷川　豊　治（84）昭　郎　父　森　野 
河　瀬　キミノ（90）洋　一　母　萱　本 
目　黒　　　春（77）裕　介　母　牛　尾 
齋　藤　ユ　キ（90）利佐子　母　上野尻 
高　津　ヨシ子（73）巳四治　妻　上野尻 
加　藤　光　男（72）和　子　夫　下野尻 
三　留　マチノ（95）　敬　　母　下野尻 
石　川　ヨシ子（77）　伸　　母　白　坂 
佐　藤　俊　夫（49）　均　　子　白　坂 
佐　藤　初太郎（99）與　市　祖父　楢木平 
上　野　正　二（88）　勉　　兄　呼　賀 
高　橋　　　亨（84）　至　　父　柴　崎 
井　上　照　子（55）隆　司　妻　下　松 

小　柴　芳　成　　上小島 
武　藤　郁　子　　柴　崎 
 
波多野　数　正　　喜多方市 
渡　部　敦　子　　宝　川 

戸 籍 の 窓 口  
３月受付分〔敬称略〕 

お誕生 
　おめでとう 

お悔やみ申し上げます 

よし ひろ 

ひろ し 

ひろ ふみ 

りょう が 

けん た 

れい ら 

す ず 

小　瀧　良　裕　　良一・紀華　　芝　草 

伊　藤　宏　志　　辰夫・英子　　　牧 

猪　俣　博　史　　博・かつ子　　西　原 

赤　城　亮　凱　　雅也・里美　　松　尾 

平　野　健　太　　秀紀・麻貴　　上小島 

石　川　麗　楽　　修・道枝　　　下野尻 

佐　藤　寿　々　　広悦・としよ　滝　坂 

休
日
当
番
医
 

歯
科
休
日
当
番
医
 

　
《
会
津
若
松
・
喜
多
方
管
内
》
 

《
会
津
管
内
》
 

入
　
澤
　
病
　
院
 

佐
　
原
　
病
　
院
 

福
田
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

増
戸
内
科
医
院
 

さ
と
う
小
児
科
医
院
 

七
日
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

県
立
喜
多
方
病
院
 

星
　
　
医
　
　
院
 

さ
い
と
う
内
科
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

浜
崎
小
児
科
医
院
 

山
田
整
形
外
科
医
院
 

小
　
野
　
病
　
院
 

三
浦
産
婦
人
科
医
院
 

あ
ら
い
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

い
い
づ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

二
瓶
眼
科
医
院
 

鳴
　
瀬
　
病
　
院
 

み
つ
は
し
医
院
 

長
谷
川
内
科
消
化
器
科
医
院
 

佐
　
藤
　
病
　
院
 

高
村
整
形
外
科
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
喜
多
方
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

（
会
津
若
松
市
）
 

月日 5／126／2 1926

（
0
2
4
2
）
 

83
―
2
3
4
8

（
0
2
4
2
）
 

27
―
6
4
8
0

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
3
9
4

（
0
2
4
2
）
 

28
―
4
3
6
3

（
0
2
4
1
）
 

45
―
2
8
4
3

（
0
2
4
2
）
 

26
―
6
6
0
0

（
0
2
4
2
）
 

75
―
4
8
9
9

（
0
2
4
2
）
 

26
―
8
3
7
1

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
2
6
7

（
0
2
4
1
）
 

22
―
5
3
2
1

（
0
2
4
1
）
 

24
―
4
1
8
7

（
0
2
4
2
）
 

25
―
4
8
7
6

（
0
2
4
2
）
 

24
―
0
8
3
0

（
0
2
4
2
）
 

32
―
2
4
1
1

（
0
2
4
1
）
 

22
―
2
1
8
1

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
0
0
5

（
0
2
4
2
）
 

38
―
3
7
1
7

（
0
2
4
2
）
 

27
―
0
9
5
1

（
0
2
4
2
）
 

26
―
2
7
7
2

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
4
1
4

（
0
2
4
1
）
 

22
―
0
2
9
3

（
0
2
4
2
）
 

29
―
1
1
3
3

（
0
2
4
2
）
 

32
―
3
3
3
0

（
0
2
4
2
）
 

22
―
1
9
3
2

（
0
2
4
1
）
 

24
―
3
3
3
3

（
0
2
4
1
）
 

21
―
1
3
1
1

（
0
2
4
2
）
 

22
―
7
1
8
0

（
0
2
4
2
）
 

26
―
3
5
1
5

（
0
2
4
2
）
 

28
―
3
3
1
9

病
　
院
　
名
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瓶
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坂
下
町
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（
会
津
若
松
市
） 

（
喜
多
方
市
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（
西
会
津
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

（

河
東
町
） 

（
会
津
若
松
市
） 

電

話

番

号

 

病
　
院
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電

話

番
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月日 5／1219266／2

○日時　５月 7日（火） 
　　　　　　27日（月） 
　　　　　午前９時～ 
 
○場所　老人憩の家 
 
○電話　４５－４２５９ 

今月の 
心配ごと相談日 

◆まちの人口 
　 

　　　　　　　〈前月比〉 

○総　数　9，306人　－54人 

　・男　　4，514人　－27人 

　・女　　4，792人　－27人 

○世帯数　2，997世帯－22世帯 

4月1日現在 

45

ご結婚 
　おめでとう 


